
龍ケ崎市立龍ケ崎西小学校だより

令和３年５月２５日

第２号
児童数；２４４名

５月６日（木），例年行われている愛宕中学校とのあいさつ運動は，実施することができ
ませんでしたが，「いじめ いたずら いやがらせ 私はしない！認めない！」を合言葉に
したリーフリボン運動の一環である「リーフリボン集会」をオンラインで行いました。集会
は，企画委員の児童を中心に，リーフリボンの意義や「あったか学校宣言文」の確認などを
確かめ合いました。。愛宕中学校区伝統のリーフリボンの意味をよく理解し，好ましい人間
関係づくりを進めていきます。

【あったか学校宣言文】

１ 私たちはみんな仲良く友達の輪を広げます。
２ 私たちは声をかけ合い，楽しい学校生活を送
ります。

３ 私たちは人を傷つけてしまったら勇気をもっ
て謝ります。

４ 私たちは仲間外れをしません。
５ いじめている人を見たら必ず止めます。

４月２３日（金），地震を想定した避難訓練を行いまし
た。今年初めての避難訓練，もしもの災害が発生したとき
の避難経路を確認し，安全に避難場所まで避難することを
目的に行われました。各担任の先導で，どの学級もとても
素早く行動することができました。

今年の本校のテーマは，「たがいに支え合う和のある学校づくり
～一人残らず大事に～」です。そのテーマのもと，一人残らず大
事にする授業研究を行っています。教員同士で，授業を参観し，
子どもたちのより良い学びを進めるための研修を進めています。
先日は，２年１組，４年２組，５年１組で授業研究を行いました。
ペアやグループでの活動で，子どもたち同士のより良い関係を築
きながら，日々の授業構築に努めています。

 

スクールソーシャルワーカーとは，学校を基点に子どもたちやその家族が抱える課題を解
決する福祉の専門家で，子どもを取り巻く家庭環境や生活している地域の特性などを把握し，
それぞれが抱える課題を福祉の専門性を生かして解決を目指します。
今年度より，龍ケ崎市教育センターにスクールソーシャルワーカーが配置されました。派

遣をお願いしたい場合は，学校までご相談ください。

１ スクールソーシャルワーカーの仕事の内容
(1) 児童生徒に向けて

児童生徒の観察，言葉かけ，相談活動。教員とともに家庭訪問。家庭環境や学校環境
の情報収集。

(2) 保護者に向けて来校による相談活動。教職員との橋渡し。ＰＴＡ・保護者会等での講
演。課題解決のための情報提供。

(3) 学校職員に向けて
ケース会議（教育相談・生徒指導に関する校内委員会）参加。教職員への情報提供・

サポート
(4) 関係機関に向けて

病院や教育相談センターなど関係機関への訪問。各種会議への参加・情報交換。学校
との橋渡し。

２ 担当
池田綾子先生（社会福祉士，精神保健福祉士）です。龍ケ崎市教育センターを拠点とし，

龍ケ崎市立小中学校に派遣されます。龍ケ崎市教育センターの勤務日は，毎週水曜日と第
２・第４月曜日になります。

【５月末】
４日（金）PTA運営委員会

２５日（火）学校評議員・学校関係者評価委
員会 ７日（月）あいさつ運動（５－２）

２７日（木）全国学力・学習状況調査 ８日（火）歯科検診（全校児童）
水泳学習：午前（２～４年生） 読み聞かせ

暗唱検定（１・３・５年生）
２８日（金）通学班会議（西の子タイム）

９日（水）管理訪問（午前）
【６月前半】

１０日（木）暗唱検定（２・４・６年生）
２日（水）水泳学習：午後（２～４年生）

１４日（月）尿検査（２次もれ者）
３日（木）内科検診（２・３・６年生）

尿検査２次 １５日（火）４年生湖上体験学習
暗唱検定（１・３・５年生）


